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2  段落パレット

2.1  コンポーザの選択

日本語組版を行うコンポーザの指定は、段落パレットのパレットメ

ニューの中の「Adobe 日本語単数行」コンポーザまたは「Adobe 日本語段

落コンポーザ」を選択することで行うことができます（図 33 参照）。段落

コンポーザは、単数行コンポーザとうまく使い分けることで良好な組版を

行うことができます。

図 33 

コンポーザの選択

段落コンポーザの効果と特徴

段落コンポーザは従来の複数行コンポーザと同様、ひとつの段落全体で

改行処理の最適化を行います。InDesign 日本語版の段落コンポーザは、必

要に応じて、段落中の行全体で必要となる文字間隔の調整量をできるかぎ

り少なくなるように改行位置を制御します。これによって、特別に長い文

字列が次行に追い出された場合などで、行中の文字の間隔が空きすぎてし

まう現象を避けることができます。そのために必要な最適な改行位置の選

択は自動的に行われます。

段落コンポーザを用いることで、個々の文字原稿の内容・組版指定の特

殊性にあまり影響されることなく、いつも良好な組版結果を得ることが容

易になります。そのため、欧文を多用する組版や和文の詰め組（プロポー

ショナル）や箱組みなどで、疎密の少ない組版を比較的容易に実現するこ

とが可能となります。また、和文全角ベタ組みのグリッドへの従属より

も、段落全体のスペーシングと組み上がりの調子（カラー）の均質さを重

視する場合などに、段落コンポーザは効果的です（図 34 参照）。

段落コンポーザでは、改行位置の決定は段落全体で最適化されるため、

ある行だけを取り上げてみた場合に、その１行中の文字数が丁度指定した

字詰め（１行中の文字数）と一致していて、追い出しや追い込みが発生し

ないと想定される場合でも、その想定と異なる位置で改行される場合があ

ります。そのため、あらかじめ各行について字詰めや改行位置を想定して

組版の指定やレイアウトがなされている場合や、全角ベタ組みのグリッド

への従属を最優先する場合には、単数行コンポーザの使用を推奨します。
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ポイントには、日米英で用いられる

the American Point System やヨーロッ

パ で 用 い ら れ る Didot Point な ど が あ

り、現在では、一インチの七二分の一を

一ポイントとするシステムが Desktop 

Publishing では広く用いられている。こ

れは DTP ポイントなどと称されること

もあるが、現実にはその歴史は古い。

十 九 世 紀 後 半 の the American Point 

System 制定の時点で、既にそのシステ

ムを推す意見があった。

ポイントには、日米英で用いられる

the American Point System やヨーロッ

パ で 用 い ら れ る Didot Point な ど が あ

り、現在では、一インチの七二分の一

を一ポイントとするシステムが Desktop 

Publishing では広く用いられている。

これは DTP ポイントなどと称される

こともあるが、現実にはその歴史は古

い。十九世紀後半の the American Point 

System 制定の時点で、既にそのシステ

ムを推す意見があった。

ポイントには、 日米 英で用 いられる the 

American Point System やヨーロッパで用い

られる Didot Point などがあり、現在では、

一インチの七二分の一を一ポイントとするシ

ステムが Desktop Publishing では広く用い

られている。これは DTP ポイントなどと称さ

れることもあるが、現実にはその歴史は古

い。 十九世紀後半の the American Point 

System 制定の時点で、既にそのシステムを

推 す 意 見 が あ っ た 。

図 34

単数行コンポーザと段落コンポーザでの組版例

左上が単数行コンポーザの例で、最後から３行目の字間スペースがやや広がっているのがわかる。

左下が段落コンポーザで組んだもの。最後から３行目も含めてスペースがより均質に配分されている。

右上は箱組みを単数行コンポーザで行った例で、最終行の字間スペースが他の行と比べて著しく広くなっている。

右下の例が、それを段落コンポーザで組んだもの。最終行の破綻が解消され、スペーシングがより均等化されている。

ポイントには、 日米 英で用 いられる the 

American Point System やヨーロッパで用

いられる Didot Point などがあり、現在で

は、一インチの七二分の一を一ポイント

とするシステム が Desktop Publishing で

は広く用いられている。これは DTP ポイ

ントなどと称されることもあるが、現実に

はその歴史は古い。十九世紀後半の the 

American Point System 制 定 の 時 点 で、

既にそのシステムを推す意見があった。

単数行コンポーザで組んだ例（右側の段は箱組みの例）

段落コンポーザで組んだ例（右側の段は箱組みの例）
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2.2  ハイフン設定

段落パレットの「ハイフン設定」を選択すると、ダイアログボックスが

表示され、ハイフンのつけ方を制御するいくつかの設定が可能となってい

ます（図 35 参照）。

単語の最小文字数

ハイフンをつける対象とする単語の最小文字数を指定します。これより

少ない文字数の単語にはハイフンをつけません。

図 35 ハイフン設定のダイアログ

先頭の後

最後の前

ハイフンをつけて分割する単語の先頭または最後からの最小文字数を指

定します。例えば、３を指定すると、aromatic は、ar-omatic や aromat-ic

ではなく、aro-matic とハイフンがつくことになります。

ハイフン限界

その段落中でハイフンをつけることのできる個数の最大値を指定しま

す。ただし、この値に０を指定した場合には、ハイフンの個数には限界が

なくなります。

ハイフン領域

段落が「左／上揃え」または「右／下揃え」で揃えの指定がされている

場合に、単語を分割してもよい行末からの距離を指定します。ただし、こ

の設定は段落コンポーザを使用する場合にだけ適用されます。

「ハイフン多く」・「ハイフン少なく」のスライダによる指定

これによって、ハイフンのつく頻度を調整することができます。

「大文字の単語をハイフンで区切る」

このチェックボックスを解除することで、大文字だけからなる単語をハ

イフンで分割しないように指定することができます。OK ボタンを押して

ハイフン設定のダイアログボックスを終了することで有効となります。
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3  合成フォントでの「文字中央での拡大・縮小」

書式メニューの中の「合成フォント」を選択し、既存の合成フォントを

選択するか、「新規」で新しい合成フォントを作成します。そして、合成

フォントを構成するフォントを指定する際に、「かな」（または特例文字

セット）を選択した場合に、文字の相対的な大きさを指定する「サイズ」、

「垂直比率」および「水平比率」をパーセント単位で指定しますが、このと

きに、右端の「　」マークのチェックボックスをチェックすると、「文字中

央で拡大縮小」が有効になります（図 36 参照）。この場合、全角の正方形

の中心を基準にかな文字の大きさを拡大縮小することができます。その場

合、拡大・縮小比率に関係なく、かな文字の字幅は変化しません。

この機能は、かな書体の字面（全角の正方形の中で実際に文字の形が占

める範囲）の比率を拡大・縮小によって調整して、漢字などの他の構成要

素とデザイン上整合させる際に有効です（図 38 参照）。

この「文字中央で拡大縮小」の機能は、かな文字とユーザが指定する「特

例文字セット」に対してだけ利用可能です。また、この機能を有効にした

場合には、かな文字のベースライン位置の変更は不可能になります。

新しいタイポグラフィの世界が広がる

新しいタイポグラフィの世界が広がる

図 36

合成フォント編集のダイアログ

図 37 文字中央で拡大縮小をかなに適用した例
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図 40 もうひとつの縦組みの表の例

表の方向性とセル内のテキストの方向性とは

独立して設定できることがわかる。

6  表の方向性について

ここでは、日本語の組版で必要となる縦組の表を InDesign で作成する場

合の注意点について述べます。

InDesign の表は方向性を持ちます。すなわち、フレーム（テキスト・フ

レームまたはフレーム・グリッド）が横組みか縦組みかによって、そのフ

レームに挿入された表の組み方向が、横組みか縦組みか、が決まるのです。

例えば外部のファイルから表のデータを読み込む場合を考えます。もっ

とも基本的な表のデータというのは、一つのレコードがいくつかの列に対

応する項目（フィールド）からなっていて、レコードが複数存在する場合

です。そして、行はレコードに、列はフィールドに対応します。

例えば図 38 に示すような表のデータがあるとします（これ自体は最初

横組みで組まれています）。このデータを縦組みで組んだ場合の例を図 39

に示します。ここでわかることは、横組みで組んでも縦組みで組んでも、

例えば３行目の４列目のセルの内容は同じセルの内容を示していなければ

いけないということです。表が横組みか縦組みかの違いは、行と列で参照

されるセルの配列の視覚的な表示上の進行方向の違いにすぎません。セル

のデータ自体の並びが変わるわけではありません。もともとのデータの順

序と構造は、どのような組み方をした場合でも保存しなければなりませ

ん。表の組み方によって表内のセルの内容が違ったり、誤解されるような

ことがあってはなりません。このことをまとめる次のことがいえるでしょ

う。

フレームの組方向が表の方向となります

表の方向とは、行および列で参照されるセルの配列の視覚的な方向を指

示します（１行のセルの並びが左から右に進む状態が横組み、上から下に

進む状態が縦組み）。セル内のテキストの組み方向はデフォルトでは表の

方向に一致します（横組みの表のセル内のテキストの組み方向は横組み、

縦組みの表のセル内のテキストの組み方向は縦組み）。

表の方向とは別に、セル内のテキストの組み方向を変更することができます

例えば、図 40 のように、縦組みの表中のセルを、横組みで組むことが

できます。個々のセル内部のテキストの組み方向とそのセルを含んでいる

表の方向とは独立しています。現実に縦組みの表で、各列の見出しの部分

だけを横組みで組む場合は多くあります。

横組みの表だけを用いている場合には気づきにくい点ですが、InDesign

の表の方向性の特徴、表の方向性とセル内部のテキストの組み方向との違

いは重要なポイントです。特に、伝統的な和文組版で用いられることの多

い縦組みの表を作成する場合に重要です。和文組版で必要となる縦組みの

表を扱えることは InDesign の表の機能の大きな利点となっています。

列１ 列２ 列３ 列 4
行１ 100 200 300 500
行２ 600 700 800 1,000
行３ 1,100 1,200 1,300 1,500
行４ 1,600 1,700 1,800 2,000
行５ 2,100 2,200 2,300 2,500

図 38

表の例

図 39 

 縦組みで表を組んだ例
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10  補遺  CS2 以後のバージョンでの文字組みの機能拡張について

１  縦組み欧文に対する垂直・水平比率の方向を切り替える

CS2 より前のバージョンの InDesign 日本語版では、縦組み中の文字の垂

直・水平比率を文字パレットで変更した場合、日本語の文字と欧文（90 度

回転されているプロポーショナルローマン）とで、比率が適用される方向

が異なっていましたが、InDesign CS3 日本語版を含む CS2 以後のバージョ

ンでは、その適用方向を同じにすることができます（図 41 参照）。

編集メニューから、環境設定の組版を選択し、「文字組み互換モード」の

「縦組み中の欧文に垂直・水平比率を適用する方向の切り替え」のチェック

ボックスを有効にすることで、縦組み中の欧文も和文と同じ方向に垂直・

水平比率が適用されます。新規に文書を作成した場合には、この機能がは

じめから適用されます。CS2 以前のバージョンで作られた文書を開いた時

点では、この新しい機能は適用されません。この機能を適用する場合は、

上記の環境設定から設定することが必要です。

２  CID ベースの文字組み

CS2 より前のバージョンの InDesign 日本語版では、文字組はテキスト中

の文字のコード（Unicode）とそれを組版上の機能によって分類した文字

クラスを利用して、文字間のスペース調整などの文字組み処理を行ってき

ました。InDesign CS3 を含む CS2 以後のバージョンでは、OpenType フォ

ントまたは CID フォントを用いる際には、字体ごとに割り当てた CID ( 字

体を識別するための番号）とそれを組版上の機能で分類したグリフクラス

を利用して、文字間のスペース調整などの文字組み処理を行います。

編集メニューから、環境設定の組版を選択し、「文字組み互換モード」の

「CID ベースの文字組みを使用」のチェックボックスをチェックすること

で、CID ベースの文字組みが適用されます。新規に文書を作成した場合、

この機能ははじめから適用されます。CS2 以前のバージョンで作られた文

書を開いた時点では、この機能は適用されません。この機能を適用する場

合、上記環境設定からの設定が必要です。

CID ベースの文字組みの有効性は、字形パレットで字形を切り替えた場

合に明らかとなります。

図 42 は CID ベースの文字組を無効にした場合で、１行目の L と P とは

全角の英字を入力したものです。その L と P とを選択して、字形パレット

のメニューから「等幅半角字形」を設定した結果が２行目です。字形は等

幅半角に切り替わりましたが、テキスト中の文字コードが帰属するクラス

は変わらないので、それに基づいた文字組の結果は、１行目と同様に、全

角の和文の文字として取り扱われるため、L と P の前後にスペースは挿入

されず、ベタのまま組版されます。

３行目の例は、人名などを和文が表記されているため、それに続く出没

年の表記を和文のパーレンで囲った例です。特別な文字（パーレンの連続

古いＬＰ盤レコード

古いLP盤レコード

ピエトロ・ベンボ（1470-1547）は学者だった。

Pietro Bembo (1470-1547) は学者だった。

図 42　CID ベースの文字組を無効にした場合

図 41　縦組みの欧文に対する比率設定

「縦組み中の欧文に垂直・水平比率を適用す

る方向の切り替え」を無効にした場合（上）

と有効にした場合（下）の動作の違い。
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や句読点など）がパーレンの前後にくることのない通常の文字組みでは、

このようなパーレンの字形の前（または後）には半角のアキができるよう

に組まれます（結果的には全角パーレンを用いた体裁になります）。この開

き・閉じパーレンをそれぞれ選択して、字形パレットのメニューから「プ

ロポーショナル」に設定した結果が４行目です。これは、欧文のパーレン

の扱いとなります。それにあわせて、この例では英文の人名を使うように

変更しました。この４行目の例は、一見問題がないようにも見えますが、

字形を「プロポーショナル」に変えても、このパーレンの文字コードには

変化がないため、その組版上の属性も変化しないため、最初の開きパーレ

ンの前の半角のアキ量に変化がないことがわかります。

図 43 は CID ベースの文字組みを有効にした場合です。１行目は変化が

ありません。L と P とは全角の和文として入力したものです。その L と P

の字形を「プロポーショナル」に切り替えた結果が２行目です。字形が「プ

ロポーショナル」に切り替わっただけでなく、L の前と P の後に和文・欧

文間のアキが挿入されているのがわかります。また、３行目の例では、

パーレンは和文の全角パーレンで入力したものですが、その字形を「プロ

ポーショナル」に置き換えた結果が４行目です。この場合、最初の欧文の

文字列と開きパーレンの後のアキがなくなってしまっているのがわかるは

ずです。これは、欧文のプロポーショナルのパーレンになったために、明

示的にテキスト中にワードスペース（単語間のスペース）を挿入する必要

となる場合です。５行目にそれを編集してワードスペースを追加した例を

示します。もし、” Pietro Bembo” という文字列が欧文ではなく和文で記さ

れていれば、今度は和文・欧文間のスペースがパーレンの前に挿入された

ように組版が行われるはずです（６行目参照）。CID ベースの文字組みを有

効にすることで、字形パレットで字形を切り替えた場合でも、切り替えの

結果に即した文字組みが可能となります。

３  段落行取り

従来、文字パレット上で指定する行取りは、本文とは異なる大きさの見

出し行を本文のグリッドに沿った前後の行との距離を均等に自動調整して

配置するもので、それは単独の行ごとに機能するものでした。InDesign 

CS3 を含むCS2 以後のバージョンで導入の段落行取りの機能を用いれば、

複数行にわたる段落全体を対象として行取りを指定可能となりました。通

常の行取りより広い用途で、本文中に挿入される見出し行などに応用でき

ます（図 44 参照）。

11  その他の補遺

１  フレームグリッドでの字間設定と欧文との関係

InDesign CS 以後、フレームグリッドでの字間設定は、欧文には適用され

ず、和文に対してだけ適用されます（図 45 参照）。

古いＬＰ盤レコード

古い LP盤レコード

ピエトロ・ベンボ（1470-1547）は学者だった。

Pietro Bembo(1470-1547) は学者だった。

Pietro Bembo (1470-1547) は学者だった。

ピエトロ・ベンボ (1470-1547) は学者だった。

図 43　CID ベースの文字組を有効にした場合

ひ
と
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
数
の
段

落
が
続
い
て
い
る
場
合
に
、
段
落
と
段

落
の
あ
い
だ
に
見
出
し
行
を
挿
入
す
る

こ
と
で
記
事
を
区
別
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。見

出
し
の
サ
イ
ズ
は
さ

ら
に
大
き
く
。

さ
ら
に
、
見
出
し
の
段
落
全
体
を
段

落
行
取
り
と
す
る
こ
と
で
前
後
の
行
と

の
区
別
を
も
っ
と
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

１２３
１２

和文は詰めていますが、欧文 roman は詰まりません。

和文は詰めていますが、欧文 romanは詰まりません。

和文は詰めていますが、欧文romanは詰まりません。

和文は詰めていますが、欧文romanは詰まりません。

和文は詰めていますが、欧文romanは詰まりません。

図 44　段落行取りの応用例（サイズの異なる

見出し複数行が本文中に挿入された例）

図 45　フレームグリッドでの時間設定は欧文

の字間には反映されない



49

11  補遺	　InDesign CS3 に附属の文字組みセットについて

InDesign CS3 日本語版には、主に商業印刷での組版用途で使いやすい

４種類の文字組み設定が InDesign のテンプレートファイルの形式で下記

のディレクトリー（またはフォルダー）にインストールされています。

 

Windows®XP の場合

C:\Program Files\Common Files\Adobe\Templates\InDesign

 

Mac OS® X の場合

ライブラリ :Application Support:Adobe:Templates:InDesign

これらの文字組み設定を利用するには、文字組みアキ量設定ダイアログ

の「読み込み」ボタンをクリックし、下記の名称のテンプレートファイル

を読み込ませる必要があります。

 

Shouin_Mojikumi_Set.indt

 

それによって、カスタムセットとして追加の４種類の文字組みセットが

利用可能となります。次ページ以後では、これら４種類の文字組みセット

について述べます。
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11.1  約物半角（AI 互換）

行末の処理の特徴

行末では、約物を半角固定とします。

段落先頭の処理の特徴

段落先頭の字下げはしません。始め括弧類を半角とします。

段落先頭の始め括弧類の前のスペース（全角を１とします）

０

行頭の始め括弧類

半角とします（前のスペースは 0）。

主な用途など

基本的には、3.1 行末約物半角に準じます。ただし、この設定の特徴は、

連続する約物を基本的に半角で処理する点にあります。

備考

行末の中黒（「・」）は半角固定ですが、行中では必ずしも全角固定では

なく、行中の括弧類・句読点類とともに行揃えにおける文字間隔の調整処

理の対象となります。

「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
で
は
、
き
わ
め
て
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。文
字
を
使
い
さ
え
す

れ
ば
何
で
も
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
な
る
ら
し
い
。「
辞
書
で
引
い
た
ら
、『
活
版
印
刷
術
の
こ
と
』と
あ
る
」な
ど
と
い

う
と
、古
風
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。時
代
の
必
要
に
応
じ
て
こ
と
ば
の
意
味
は
広
が
る
。し
か
し
、無
闇
に
こ
と
ば

の
意
味
を
広
げ
て
い
く
と
、
そ
の
こ
と
ば
の
意
味
の
中
心
に
あ
っ
た
も
の
が
見
え
な
く
な
る
危
険
・
危
惧
を
感
じ

る
人
も
多
い
は
ず
だ
。タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
心
に
あ
る
も
の
を
探
る
こ
と
が
必
要
に
違
い
な
い
。

図 46

約物半角（AI 互換）

設定内容（右）と

組版例（上）
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11.2  約物半角（中点類含む）

行末の処理の特徴

行末では、約物を半角固定とします。

段落先頭の処理の特徴

落先頭の字下げはしません。始め括弧類を半角とします。

段落先頭の始め括弧類の前のスペース（全角を１とします）

0

行頭の始め括弧類

半角とします（前のスペースは 0）。

主な用途など

基本的には、3.1 行末約物半角に準じます。ただし、この設定の特徴は、

連続する約物を基本的に半角で処理すること、平仮名、カタカナ、その他

和字や全角数字の前後では、中点類を半角で処理することにあります。

備考

行末の中黒（「・」）は半角固定ですが、行中では必ずしも全角固定では

なく、行中の括弧類・句読点類とともに行揃えにおける文字間隔の調整処

理の対象となります。

「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
で
は
、
き
わ
め
て
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。文
字
を
使
い
さ
え
す

れ
ば
何
で
も
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
な
る
ら
し
い
。「
辞
書
で
引
い
た
ら
、『
活
版
印
刷
術
の
こ
と
』と
あ
る
」な
ど
と
い

う
と
、古
風
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。時
代
の
必
要
に
応
じ
て
こ
と
ば
の
意
味
は
広
が
る
。し
か
し
、無
闇
に
こ
と
ば

の
意
味
を
広
げ
て
い
く
と
、
そ
の
こ
と
ば
の
意
味
の
中
心
に
あ
っ
た
も
の
が
見
え
な
く
な
る
危
険
・
危
惧
を
感
じ

る
人
も
多
い
は
ず
だ
。タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
心
に
あ
る
も
の
を
探
る
こ
と
が
必
要
に
違
い
な
い
。

図 47

約物半角（中点類含む）段落

設定内容（左）と

組版例（上）
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11.3  商印用文字組み

行末の処理の特徴

行末では、約物を半角固定とします。

段落先頭の処理の特徴

段落先頭の字下げはしません。始め括弧類を半角とします。

段落先頭の始め括弧類の前のスペース（全角を１とします）

０

行頭の始め括弧類

半角とします（前のスペースは 0）。

主な用途など

基本的には、3.1 行末約物半角に準じます。ただし、和文と欧文との間

隔が標準よりも狭く詰まる傾向があることです。また、句点類と読点類の

後が優先的に字間調整されて詰まらないように設定されていて、句点類と

読点類の前後の詰まりすぎや広がりすぎを避ける傾向をもちます。商業印

刷物や広告など、柔軟な字間調整が許容され、均質な文字組みが求められ

る用途に適しています。

備考

行末の中黒（「・」）は半角固定ですが、行中では必ずしも全角固定では

なく、行中の括弧類・句読点類とともに行揃えにおける文字間隔の調整処

理の対象となります。

「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
で
は
、
き
わ
め
て
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
文
字
を
使
い
さ
え

す
れ
ば
何
で
も
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
な
る
ら
し
い
。「
辞
書
で
引
い
た
ら
、『
活
版
印
刷
術
の
こ
と
』
と
あ
る
」
な
ど

と
い
う
と
、
古
風
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
時
代
の
必
要
に
応
じ
て
こ
と
ば
の
意
味
は
広
が
る
。
し
か
し
、
無
闇
に

こ
と
ば
の
意
味
を
広
げ
て
い
く
と
、
そ
の
こ
と
ば
の
意
味
の
中
心
に
あ
っ
た
も
の
が
見
え
な
く
な
る
危
険
・
危
惧

を
感
じ
る
人
も
多
い
は
ず
だ
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
心
に
あ
る
も
の
を
探
る
こ
と
が
必
要
に
違
い
な
い
。

図 48

商印用文字組み

設定内容（右）と

組版例（上）
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11.4  商印用文字組み・段落１字下げ

行末の処理の特徴

行末では、約物を半角固定とします。

段落先頭の処理の特徴

段落先頭を１字下げます。始め括弧類を半角食い込ませます。

段落先頭の始め括弧類の前のスペース（全角を１とします）

0.5

行頭の始め括弧類

半角とします（前のスペースは 0）。

主な用途など

11.3 の商印用文字組みを段落１字下げにしたものです。11.3 と同様、

商業印刷物や広告など、書籍組版よりも詰まった文字組みの効果が求めら

れる用途に適しています。

備考

行末の中黒（「・」）は半角固定ですが、行中では必ずしも全角固定では

なく、行中の括弧類・句読点類とともに行揃えにおける文字間隔の調整処

理の対象となります。

「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
で
は
、
き
わ
め
て
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
文
字
を
使
い
さ
え

す
れ
ば
何
で
も
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
な
る
ら
し
い
。「
辞
書
で
引
い
た
ら
、『
活
版
印
刷
術
の
こ
と
』
と
あ
る
」
な
ど

と
い
う
と
、
古
風
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
時
代
の
必
要
に
応
じ
て
こ
と
ば
の
意
味
は
広
が
る
。
し
か
し
、
無
闇
に

こ
と
ば
の
意
味
を
広
げ
て
い
く
と
、
そ
の
こ
と
ば
の
意
味
の
中
心
に
あ
っ
た
も
の
が
見
え
な
く
な
る
危
険
・
危
惧

を
感
じ
る
人
も
多
い
は
ず
だ
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
心
に
あ
る
も
の
を
探
る
こ
と
が
必
要
に
違
い
な
い
。

図 49

商印用文字組み

段落１字下げ

設定内容（左）と

組版例（上）
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12  新潮社文字組基本設定（縦組）

行末の処理の特徴

行末では、基本的に約物を全角としますが、行内にアキが半角分存在す

る場合には行末の約物を半角として収めます。

段落先頭の処理の特徴

アキ量設定では段落先頭の字下げはしませんので段落先頭にはテキスト

に全角スペースを入力する必要があります。始め括弧類を全角とします。

段落先頭の始め括弧類の前のスペース（全角を１とします）

０.5

行頭の始め括弧類

半角とします（前のスペースは 0）。

主な用途など

新潮社が長年培ってきた自社の書籍用文字組版ルールをAdobe InDesign

の文字組アキ量設定として作成した設定です。行頭を除いて約物・括弧類

の多くが全角となり、自然で読みやすい組み方です。

備考

無し。

なお、新潮社の文字組版ルールをAdobe InDesignで再現するには文字組

アキ量設定の他にも右頁の段落設定をおこなう必要があります。

「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
で
は
、
き
わ
め
て
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
文
字
を
使
い
さ

え
す
れ
ば
何
で
も
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
な
る
ら
し
い
。「
辞
書
で
引
い
た
ら
、『
活
版
印
刷
術
の
こ
と
』
と
あ
る
」

な
ど
と
い
う
と
、
古
風
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
時
代
の
必
要
に
応
じ
て
こ
と
ば
の
意
味
は
広
が
る
。
し
か
し
、

無
闇
に
こ
と
ば
の
意
味
を
広
げ
て
い
く
と
、
そ
の
こ
と
ば
の
意
味
の
中
心
に
あ
っ
た
も
の
が
見
え
な
く
な
る
危

険
・
危
惧
を
感
じ
る
人
も
多
い
は
ず
だ
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
中
心
に
あ
る
も
の
を
探
る
こ
と
が
必
要
に
違
い
な

い
。

図 48

新潮社用文字組基本（縦組）

設定内容（右）と

組版例（上）



55

段落設定

禁則処理：新潮社基本

文字組アキ量設定：新潮社文字組基本設定（縦組）

ぶら下がり：標準

禁則調整方式：追い込み優先

分離禁止処理：オン

自動縦中横設定：２桁まで

連数字処理：オフ

縦組中の欧文回転：オフ

コンポーザー：Adobe 日本語単数行コンポーザー

ルビ設定

種類：モノルビ

揃え：肩付き

位置：上／右

フォント：親文字に準ずる

サイズ：親文字の 50%

文字かけ処理：ルビ 1 文字分

親文字間の調整：1-2-1 アキ

上記設定を施した InDesign ドキュメントが下記 URL よりダウンロードできます。

http://www.adobe.com/jp/special/creativesuite/portal/guide.html

新潮社の組版について
文芸書の老舗として 100 年以上の歴史を持つ新潮社は、活版印刷の時代

から蓄積された組版のルールを、写植の時代にも、CTS の時代にも厳しく

守ってきました。現在でも、その美しさ、読みやすさは、業界のみならず、

一般の読者の方々からも絶大なご支持と信頼を頂いております。

しかし、DTP が普及し始めた頃には、既存のソフトでは、この精密な組版ルールを再現

することができず、特に文芸書を中心とした一般書籍では、信頼度の高い従来の CTS シス

テムによる組版を採用してきました。

一方で、《とんぼの本》などデザインを伴うビジュアル関係の書籍の編集には DTP が不

可欠で、編集部では早くから導入し、試行錯誤をくり返してきました。入稿の合理化、印

刷経費のコストダウンなども大きな魅力でした。InDesign の採用に際しては、専門知識を

要する「文字組アキ量設定」の壁がありましたが、印刷会社に協力を仰ぎ、専用設定を完

成させた現在では、ほぼ支障なく組版ルールを再現することが可能になっています。

さて、ここに紹介したのは、あくまで「初校」出校レベルの精度を持った設定です。現

場では、ここから正字やルビ、また特殊文字（小字や欧文）との関係など、校閲部によっ

て、さらに細かくチェックされ、調整されてゆきます。しかし、それほど複雑な構造をも

つ文書でなければ、この設定で十分、誰にでも美しく読みやすい組版が可能です。

DTP の普及で、組版の作業が誰にでも手軽にできるようになった反面、各出版社や印刷

会社が受け継いできた美しい日本語組版の形が失われつつあるのも事実。ここに「新潮社

文字組基本設定」を公開することで、活版時代の美しい組版が、広く DTP 組版にも甦える

ことを願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潮社装幀部出版製作室
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12.1  新潮社文字組設定　読み込み方法

文字組設定を施した InDesign ドキュメントの読み込み方法。

 （各バージョン共通）

1.  書式 / 文字組アキ量設定 / 基本設定を開く

2.  「読み込み」ボタンを選択

3.  �ダウンロードした「設定ファイル」フォルダの中にあるファイルを、

ご使用のバージョンに応じて選択

4.  �文字組みメニューに新たに、「新潮社文字組基本設定（縦組）」が追加さ

れます。

＊�読み込みの際に、ドキュメントを開いている場合には、そのドキュメントに追加され

ます。常に設定を使用したい場合には、InDesign を起動後、ドキュメントを開く前に

操作を行えば、それ以降は反映されます。





58 文字組み設定の手引き

アドビ システムズ 株式会社　〒 141-0032  東京都品川区大崎 1-11-2 ゲートシティ大崎 イーストタワー・www.adobe.com/jp
Adobe Systems Incorporated　345 Park Avenue, San Jose, CA 95110-2704 USA・www.adobe.com

本ドキュメントは Adobe InDesign および小塚明朝 Open Type フォントを使っています。
書面によるアドビ システムズ 株式会社の許可なしで本書もしくは本書の一部の無断転載をいかなる媒体においても禁じます。
Adobe、Adobe ロゴ、Adobe Illustrator、InDesign および Photoshop は Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の商標です。
その他すべてのブランド名または製品名はそれらの所有者の商標もしくは登録商標です。
©2007 Adobe Systems Incorporated. All rights reserved. ASJST689 6/07


